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Ⅰ 基本目標 

 約３年間にわたって広がりを見せた新型コロナウイルス感染症もようやく縮小の兆しをみせ、５月

からはこれまでの「２類」から季節性インフルエンザなどと同じ「５類」に移行するなど、様々な制

限が解除となりコロナ禍前の状況に戻りつつあります。 

しかし、これまでに新型コロナウイルスが全世界に与えた影響はあまりにも大きく、我が国でも経

済の停滞から新たな生活困窮者が増加しています。また、追い打ちをかけるようにロシアのウクライ

ナへの軍事侵攻からくる物価の高騰は、さらに住民の生活を苦しめる要因の一つとなっています。 

そのような中で、京丹波町社会福祉協議会（以下、「本会」という）では、地元住民や企業のみなさ

まのご協力のもと、食料支援となるフードバンク「わっか便」をはじめ、介護保険事業や障害者支援

サービス、またファミリー・サポート・センター事業などの児童福祉事業を通じて、暮らしに不安を

抱える方の声を聞き、地域の課題を整理し明確化することで、住民の方々にも主体的に関わっていた

だきながら相互支援の取組みを進めていきます。 

これらの事業を推進し、本会が地域福祉のセーフティーネットとしての役割を果たすためにも、令

和５年３月に策定した本会財政改善計画に基づき、継続的な組織運営ができるよう機能強化を進めて

いきます。 

今後も、役職員が一体となって行政や各種団体、関係機関と連携して、組織体制の整備、財源の安定

化、計画的な事業の実施を図り、地域共生社会の実現を進めてまいります。  

法人運営理念 

全ての住民の心が輝く福祉のまちづくり 

法人運営基本方針 

＜住民と福祉の共生＞ 

 全ての住民が支え合い、学び合い、福祉活動に主体的に参加し、共に生きることの素晴らし

さを感じあえるまちづくりを目指します。 

 

＜福祉協働社会の構築＞ 

 地域のあらゆる機関・団体と協働し、全ての住民が心豊かで安全に暮らせるまちづくりに計

画的に取り組みます。 

 

＜選ばれる福祉サービスの提供＞ 

 地域に密着した支援体制の整備・開発を提言・実施し、質の高いサービスを提供します。 
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Ⅱ 重点事業 

１ 地域の福祉力を高め、安心した生活を送るための活動の具体化と支援 

（１）京丹波町地域福祉活動計画に基づいた福祉事業の推進 

語り合う場をとおして住民の声を聞き、共通の課題や目的を共有することでつながりを生み、

地域の中での出番や活躍の場を広げることで、住民の皆さまがいきがいを持って暮らせるよ

う、全職員がそれぞれの業務のなかで強く意識して取組みを進める。 

（２）地域の皆様と連携した事業の推進 

食料支援フードバンク「わっか便」をはじめ、住民寄り添い型助け合い活動「かがやき」や、

京丹波町見守りネットワークなど、地域の皆さまと連携した事業を推進する。 

（３）個別支援と総合支援の連携による支援の強化 

介護保険事業や共同作業所等を運営しながら、「個別支援」の視点と「広域的な支援」の視点

を持ち、各部署や関係機関と連携することで、複雑・複合化する課題の解決に向けた取組み

を進める。 

（４）重層的支援体制整備事業に向けた社会福祉協議会の役割の明確化 

行政や関係機関と連携し、高齢、障害、児童等の支援事業を活かしつつ、ニーズに対応する

包括的な支援体制を構築するため、社会福祉協議会が持つ「協議体とした役割」を再度見直

し、拡張していく。 

 

 ２ 災害ボランティアセンターの運営を通じて、災害に強いまちづくりの推進を図る 

 （１）災害時での災害ボランティアセンター設置と運営 

京丹波町と連携を図り、災害時における災害ボランティアセンターの設置と運営に向けた取

組みの推進 

 （２）防災・減災の啓発活動 

平常時における防災・減災に向けた住民研修会の開催 

 （３）災害時要配慮者支援事業の構築 

    行政、関係機関と連携した災害時要配慮者支援に向けた取組みの推進 

 

 ３ 社会福祉協議会の運営組織基盤の強化 

（１）財政改善計画に基づく運営状況の健全化【新規】 

① 本会が複雑化する福祉課題のセーフティーネットの役割を発揮するために、継続的に安

定した運営を図る。 

② 財政改善計画に基づいた予算の立案と執行を行い、運営状況の健全化に取り組む。 

・役員報酬、費用弁償の減額 

・財政状況に合わせた賞与の支給 

・収入増に向けた具体的な目標額の設定 
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・京丹波町行政へ補助金補助率向上の要望 

③ 社協の意義や活動事業を広く伝え一般会員の確保を進めるほか、賛助会員や特別会員の

増加に向け一層取組みを進める。 

④ 社会福祉協議会活動財源の確保に向けた更なる取組みの展開 

 

（２）社会福祉に従事する専門職集団としての活動強化 

① 福祉活動の専門職としての責任と、より専門性を活かした活動の展開を図り、住民から

信頼される職員の資質向上に取り組む。 

② 職員の資質向上に向けた研修活動の充実と計画的実施 

      ア 職員が主体的に参加できる内部研修会の開催 

      イ 外部研修受講をはじめ、積極的な研修受講を計画的に実施 

  



5 

 

Ⅲ 事業推進計画 

１ 法人運営 

（１）会務の運営 

① 理事会の開催 ・本会の執行機関としての役割を担う。 

② 評議員会の開催 ・本会の議決機関としての役割を担う。 

③ 監事会の開催 

・本会監事により、上半期（４月～９月）、下半期（１０月～３月）の

事業運営状況、資金収支予算執行状況等について監査及び指導を受

ける。 

④ 正副会長会 

（三役・管理職会議） 
・事業推進の確認や予算執行の確認並びに専決決裁機能を担う。 

⑤ 各種委員会の開催 
・本会活動推進のため、課題や方向性を明確にする委員会活動の強化

を図る。 

⑥ 職員会議の開催 ・管理職会議、係長会議、担当部門間会議等の定例化、連携の強化 

⑦ 役職員研修の実施 ・本会基本研修と専門分野別研修の実施 

 

２ 地域福祉事業の展開 

（１）地域福祉活動の推進 

① 福祉ニーズに基づく活動展開の実施 

ア 調査・研究活動の推進 

イ 地域福祉活動計画に基づく取り組みの推進 

長引いたコロナ禍がもたらした様々な影響や、物価高騰が続き私たちの暮らしは依然不安定な中

にあります。人々の暮らしには格差が生じ、これまで以上に生活に困難を抱える世帯が増加してい

ます。 

しかし、食料支援を地域の協力を得て実施してきたことは、アウトリーチ機能（支援の必要な方

に情報や援助を届けること）を発揮し、セーフティーネットの役割を果たす重要な取組みとなりま

した。 

また、子育て支援課、町内中学校から不登校・ひきこもりの相談が入るようになり、新たな地域

課題に社協としてどう向き合い、支援していくかを考える必要性があります。 

これらの課題を地域の課題と捉え、個別課題と地域をつなぐコミュニティソーシャルワークの実

践が求められ、サロン活動等、住民主体の活動を集まるからステップアップした活動への展開を進

め問題解決に向けた相互の助け合い活動を地域に広めていくと同時に、地域課題を住民自身が知

り、考える場づくりから人とのつながり、出番づくりを意識した地域づくりを進めていきます。 
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② 広報活動の展開 

ア 社協広報誌「ほほえみ」の発行・・・・年４回 

イ ボランティア情報誌「ほのボラ」の発行・・・・年１２回 

ウ ホームページやフェイスブックによる広域的な社協活動の紹介 

エ 京丹波町自主放送番組を活用した社協活動の紹介等、広報活動の展開 

③ 啓発活動の展開 

ア 福祉のまちづくりに向けた取り組みの推進 

イ 本会マスコットキャラクター「ここたん」の活用 

・社協が身近な存在として理解いただけるよう、キャラクターの活用を進める。 

④ 地域福祉ネットワーク事業の展開 

ア ふれあいいきいきサロン活動の展開 

・活動支援や派遣型サロンの展開 

イ 小地域ボランティアによる高齢者支援活動の実施 

・ふれあい型給食サービス「かけはし弁当」の実施 

ウ 見守り活動重層化に向けた関係機関との協働活動とシステム化の構築 

・見守りネットワーク事業協力者の拡充 

・福祉の土壌づくりに向けた住民自治組織との連携促進 

⑤ 地域における自立に向けた支援事業の展開 

⑥ くらしの応援活動を目指した事業の展開 

ア 住民寄り添い型助け合い活動「かがやき」の実施 

イ 「総合事業」との連携と調整及び事業開発に向けた研究 

ウ くらしの応援事業の推進 

⑦ 福祉教育事業の推進 

ア 福祉教育事業の推進 

・町内各小学校、中学校における福祉教育の推進 

・福祉サービス事業所でのキッズボランティア事業の実施 

イ 福祉体験学習事業の実施 

夏休みにおける中学生、高校生の福祉施設等体験学習事業の実施 

⑧ 当事者組織・団体への支援 

ア 老人クラブ連合会への支援 

イ 障害者団体への支援 

ウ 障害児者を守る会への支援 

エ 母子寡婦福祉会への支援 

（２）ボランティア活動の推進 

① ボランティア活動支援事業 
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ア ボランティア養成講座、交流研修会等の開催 

イ ボランティア登録・斡旋及び援助・指導の実施 

ウ ボランティア活動に関する調査研究及び情報提供 

エ ボランティア活動用のレクリエーション資材の整備及び貸出推進 

オ ボランティア基金の運用 

（３）災害ボランティアセンターの運営強化 

① 災害ボランティアセンター運営強化のための事業推進 

ア 災害ボランティアセンター支援ボランティア養成講座の開催 

イ 災害ボランティアセンター運営訓練等の実施 

ウ 京丹波町総務課危機管理室、府災害ボランティアセンター等との連携強化 

② 平常時における防災・減災に向けた啓発活動の展開 

ア 災害ボランティアセンター町民講座の開催 

（４）相談支援事業の推進 

総合相談窓口として、あらゆる相談に対応するとともに、ひきこもり支援の在り方を模索し、

関係機関との連携を図りながら相談支援とセーフティーネットの充実を目指す。 

① 生活相談所の開設 

広く住民の日常生活の相談に応じ、適切な助言・援助を行い地域住民の福祉向上を

図る目的を持って、くらしの困りごと（心配ごと）相談所を開設する。併せて専門相

談として、京都府弁護士会の協力を得て無料法律相談所も開設する。 

ア くらしの困りごと（心配ごと）相談所の開設 

・毎月１回（年１２回）支所巡回型として開設 

・くらしの困りごと相談所運営委員による相談対応・運営 

イ 無料法律相談所の開設 

・京都府弁護士会に委託し、支所巡回型として年９回開設 

ウ フードバンク「わっか便」の取組み 

・生活困窮等で支援を必要とされる世帯に対し、町内の事業所や住民から寄贈いた

だいた食材等を提供する。 

② 福祉資金貸付事業 

経済的に不安定な世帯に対し、資金の貸付と必要な相談支援を行うことにより、安

定した生活が送れることを目的に実施する。 

ア 相談者の課題解決に向け必要な貸付と地域の民生委員と連携した相談支援を行う。 

イ 初回相談から迅速に対応を行う。緊急性を問われる貸付にも対応できるよう、実施

主体である京都府社協に向け、貸付審査会の持ち方について検討を行う。 

ウ 本制度の対象とならない相談者についても、他の制度や相談機関につなぐことで課

題解決に向けた支援を行う。 
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③ 福祉サービス利用援助事業（地域福祉権利擁護事業） 

判断能力に支援の必要な方に、福祉サービスの利用及び金銭管理等を行い、地域で

自立した暮らしを送れるよう支援する。 

ア 福祉サービスを利用するための手続き支援 

イ 日常的な金銭管理 

ウ 通帳、ハンコの預かりと管理 

エ 年金証書、書類等の預かり 

④ 京丹波町成年後見センター（中核機関）【新規】 

福祉支援課と連携した事務局運営を担い、成年後見制度利用促進や制度の啓発、複

雑化した課題を要する世帯の支援を各関係機関とともに行う。 

⑤ 法人後見事業立ち上げに向けた調整 

⑥ ひきこもり等居場所づくり支援事業 

ひきこもり状態の方やその家族が気軽に参加できる機会を開設し、当事者等からの

相 談に応じて必要な情報提供及び助言を行うとともに、関係機関と連携を図り、地

域における自立と社会参加の促進を図ることを目的とする。 

ア ひきこもり状態の方へのアプローチ拠点としての居場所づくり 

イ ひきこもり状態の方とその家族に向けた相談窓口 

ウ ひきこもり状態の方に対しての中間的就労支援 

 

３ 在宅福祉活動の推進 

（１）高齢者福祉推進事業の展開 

介護保険制度が制定され２３年が経過し、今年度末には京丹波町高齢者福祉計画及び第９

期介護保険事業計画が策定されます。 

在宅福祉課では第８期介護保険事業計画で継承される「みんなで支える輝く生涯あたたか

な心でつくる安心・健康・いきいき京丹波」を推奨し、介護保険制度では対応しきれない多

様な高齢者のライフスタイルを見据えながら高齢者福祉施策が充実するよう、町内の社会資

源の発掘やサービスが確立出来るよう支援に努めます。 

更には、新型コロナウイルス感染症をはじめ、様々な感染症への対策を継続しながら京丹波町

の住民が可能な限り住み慣れた地域で、その有する能力に応じていきいきと暮らし続けられるよ

う、地域福祉活動計画に基づき社協各部署、他法人、他事業所と連携し業務を進めます。 

① 介護保険事業の推進 

＜実施事業＞ 

○介護保険事業 

●居宅介護支援事業・・・「ケアプランセンターほほえみ」 



9 

 

ケアマネジャーによるケアプランの作成・管理支援及び相談事業 

「利用者が目指す未来の実現」 

利用者が可能な限りその居宅において、尊厳を保持し、その有する能力に応じ、本人

が思い描く自立した日常生活を営むことができるよう、多種多様な資源の活用やサー

ビス調整、本人及び家族のエンパワメントを高め提案を行する。また、地域へも目を

向けながら必要な社会資源の発掘や確立にも努める。 

●訪問介護事業・・・「ヘルパーセンターほほえみ」 

ホームヘルパーによる生活支援（洗濯・掃除・調理等）、身体介護（入浴・食事・排泄等）

を提供する。 

「利用者個々の有する能力を活用した在宅生活」の支援 

利用者が住み慣れた地域や自宅でその有する能力に応じて自立した生活が送れるよ

う、身体介護や生活援助を提供する。各利用者の残存能力にも着目しながら、自身の

力を引き出し、活用いただくことで社会参加ができ、本人の思いに添った生活が続け

られるよう支援を行う。 

●通所介護事業・・・「デイサービスセンターほほえみ」 

デイサービスセンターに通所し、健康チェック・レクリエーション・リハビリ・入浴

等のサービス提供 

「利用者の生きがい・活躍の場づくり」 

利用者が閉じこもりの予防や社会参加を通じて、心身ともに健康であるようサー

ビスを提供し、利用者の状態・ニーズに寄り添った個別機能訓練やレクリエーシ

ョン、余暇活動を行う。また、地域密着型通所介護事業所として多職種および地

域とも連携した事業所を目指す。 

○日常生活支援・総合事業 

要支援認定の方等が利用する総合事業を継続受託し、利用者が少しでも安らげる居場所

と本人の自立に向けた取組みや社会と関わりで、要介護状態にならないよう介護予防の

取組みを行う。 

●通所型サービスＡ 

介護予防と閉じこもり防止を目的に「にこにこクラブ」の名称のもと、体操・文化的

取組み等を定期的に実施する。 

② 高齢者生活支援事業の推進（介護保険事業以外のサービス事業） 

ア 対 象 者：概ね６５歳以上の高齢者であって、支援の必要な方で、京丹波町長に 

対し、サービス利用申請を行い、利用許可が得られた方 

イ 対象地域：京丹波町全域 

＜実施事業＞ 

●軽度生活支援事業 
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一人暮らし高齢者、高齢者世帯に対し、軽易な日常生活の援助、（掃除・洗濯・調理

や健康相談、栄養指導等）を行う。 

●外出支援事業 

公共交通機関を利用することが困難な高齢者に対して、病院通院等の外出支援を行う。 

ア 福祉有償運送事業所（陸運局許可事業所）として運営を行う。 

●食の自立支援サービス  

調理することが困難な高齢者等に対し、月曜日から土曜日の間、夕食弁当を配食する。 

ア 毎日配食により、職員やボランティアによる安否確認を兼ねる。 

●訪問理美容サービス 

理美容院の利用が困難な高齢者に対し、社会福祉協議会に登録した理容師・美容師が

在宅に出向き、散髪・整髪を行う。 

●介護用品の貸出・斡旋事業 

ア 車イス・歩行器・押し車の無料貸出し（社協会員） 

イ 介護用品の斡旋・・・購入については利用者の実費負担 

 

（２）障害者福祉事業の推進 

＜実施事業＞ 

●障害者居宅介護事業・重度訪問介護事業 

ホームヘルパーが居宅を訪問し、生活支援・身体介護支援、また外出時の移動介護等

を行う。 

●重症心身障害児者等通院・通所送迎事業 

人工透析患者の通院送迎事業・・・・・・・京都中部総合医療センター 

綾部市立病院 

重度障害者療育施設への通所送迎事業・・・通所療育センター花ノ木への送迎 

●障害者ガイドヘルパー派遣事業 

障害者にガイドヘルパーを派遣し、外出の支援を行う。 

●障害者共同作業所運営事業 

  

地域社会の中で「働きたい」「自立した生活を送りたい」など、誰もが思っている

当たり前の願いを実現するため、働く喜びや、やりがい、達成感を感じていただき、

楽しみながら活動をとおして、社会の中における意欲や自信となることを目指しま

す。 

また、利用者の生活全般への気配りや相談、人権を擁護し支援業務にあたり、心

豊かに生きがいをもって暮らしていただけるよう事業を行います。 
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ア 生活介護事業 

身体的機能や生活能力の向上をめざし、基本的な生活習慣の確保、生産的活

動・創造的活動を提供する。 

イ 就労継続支援Ｂ型事業 

一般就労に向けて必要な知識や能力の向上をめざし生産活動やその他の本

人に合った訓練や支援を行う。 

ウ 事業目標 

・一人ひとりの障害特性や程度に応じた支援が出来る環境づくりに努める。

生活介護の取り組み(じゃんぷ)を確立させる。 

・一般就労につながるための計画的な訓練、生活の安定のための支援を行う。

また、相談支援員、なんたん障害者就業・生活支援センターと連携し、障

害者雇用情報の提供、企業・事業所実習の斡旋、支援を行う。 

・安定した工賃を支給できるように、これまでの自主製品、下請け作業、請

負事業などに加え、新たな作業や、自主製品では記念品の受注などを積極

的に行う。また、京都ほっとはあとセンターや南丹ブロックの取り組みに

も積極的に参加する。 

・さをり織り、縫製品、木工品などの自主製品の新商品の開発に努める。 

商品開発から作り上げる工程まで利用者がかかわれる支援を行う。 

・利用者の出番づくりとして地域の中で活躍の場や新たな役割が作り出せる

よう支援する。 

・新しい生活様式のもとでも健康維持のために、定期的に健康相談を実施し、

必要に応じて医療機関につないでいく。新型コロナウイルス対策も徹底し

て行う。 

・事業の効率化や機能分化を検討し、事業継続の在り方を考えていく。 

 

●特定障害者指定相談支援事業（相談支援センターにじ） 

障害のある利用者が自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、保健、

医療、福祉、就労支援、教育等の関係機関と緊密な連携を図りつつ、利用者一人ひと

りの意向、適正、障害の特性等に応じ、適切かつ効果的に支援を行う。 

ア 相談 

・生活全般に関する相談や福祉サービス利用の意向、解決すべき課題の整理 

イ 関係機関との調整 

・利用者が複数のサービスを利用する際、共通した支援目標を示すことで同じ方

向性に向いたサービスの提供を図る 

・利用者に関わる機関の役割分担やネットワークの強化 
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ウ サービス利用計画の作成 

・利用者のサービス利用計画を作成する上で生活に対する意向を確認し、総合的な 

支援の方針やサービスの目的の明確化を図る 

・サービスの提供が本人の意向に沿ったものとなっているか、また、新たな目標や

身体状態の変化、計画の達成、サービスの種類、内容、支給量を定期的に確認

する。 

 

●グループホームについて 

グループホーム設立について、行政とともに連携を行う。 

 

（３）子育て支援活動 

① ファミリー・サポート・センター事業の実施 

「子育ての支援希望者」と「子育て応援可能者」が「お願い」「預かり」の会員に登録

し、お互いに助け合いながら子育ての相互支援活動を地域において行う。 

＜事業内容＞ 

ア 保育所、幼稚園、小学校等の始業前の時間や終了時の時間に子どもを預かること 

イ 保育所、幼稚園、小学校等の施設に送迎を行うこと 

ウ 放課後や放課後児童クラブ（学童保育）等の終了時に子どもを迎えに行き、その後預

かること 

エ 保護者の急用（疾病、看護、冠婚葬祭等）の時に、子どもを預かること 

＜事業推進計画＞ 

ア ファミリー・サポート・センター事業の啓発と子育てニーズの把握 

イ 会員へ向けての研修会の実施 

ウ 会員交流会の実施 

② お誕生お祝いカード事業の実施 

お誕生を祝して、押し花ボランティア等と協力しながら、子育て情報の資料を同封し

て、対象新生児に送付する。 

 

４ 共同募金運動の実施 

（１）共同募金運動の実施 

本会は、京都府共同募金会並びに京丹波町共同募金会に協力し、赤い羽根共同募金及び歳末

たすけあい募金運動を実施します。また、募金配分事業を実施し、町内の地域福祉活動・在

宅福祉活動の充実を図ります。 

＜実施期間＞ 

ア 赤い羽根共同募金・・・・１０月１日から翌３月３１日まで 
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イ 歳末たすけあい募金・・・１２月１日から１２月３１日まで 

＜共同募金配分事業の実施＞ 

ア 地域福祉活動を行う住民主体団体への活動助成（じぶんの町を良くするしくみ） 

イ 地域福祉・ボランティア活動の支援事業 

ウ 福祉当事者団体の組織育成のための活動助成 

エ 災害ボランティア活動のための運営支援 

オ 福祉対象者への激励・見舞金の配分（歳末たすけあい募金による） 

カ 買物支援事業への活動助成（歳末たすけあい募金による） 

キ その他、福祉活動向上に向けた活動の展開 

 

５ その他の事業 

（１）日本赤十字運動への協力 

（２）丹波健康管理センターの管理運営 

（３）和知高齢者コミュニティセンターの管理運営 


